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ＪＡいわて平泉の採用情報です。
気軽にご覧ください。

妹の想彩ちゃん（３）。かくれんぼや
追いかけっこをして、仲良く遊んでい
ます。

そ  あ

今月の表紙

動画はこちら
二次元コードを読み込むと動画がみられます。
配信期間を過ぎた動画は視聴できなくなります。
〈 動画配信期間　令和８年９月１０日～令和８年１１月９日 〉

小野寺 結莉 ちゃん（７）
お の でら ゆう り

室根小学校１年

算数で足し算を頑張っている結莉
ちゃん。大きくなったら看護師に
なるのが夢です。

日下  想乃 くん（６）
くさ か そ　の

室根小学校１年

プールで泳げるようになりたい
想乃くん。大きくなったら、消防
士になるのが夢です。
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　ＪＡいわて平泉各青年部では、毎年立て看板作りに取り組んでいます。農業の
大切さや素晴らしさ、農業と食の関わりによる食の大切さを農業関係者や地域
住民、消費者など多くの人たちにアピールしています。作品のテーマやデザインを
部員みんなで考えて制作することにより、部員自身が農業や食のあり方を見つめ
直し、部員同士の交流と絆も深めています。今年は６点の力作が集まりました。
「いいね！」と感じた看板に投票をお願いします。

第１3 回 ＪＡいわて平泉
青年部立て看板コンクール青年部立て看板コンクール

投票者の中から抽選でリンゴジュースをプレゼント

一
関
青
年
部
中
里
支
部

大
東
青
年
部

作品の主旨　自然豊かなこの一関市で、なおかつ

先人たちが一生懸命守ってきたこの地で農業に従

事できることや、その先に待っている幅広い世代の

消費者の皆さまに感謝の気持ちを込めて作成しまし

た。加えて、新規就農者など仲間が増えることを願っ

ています。これからも皆さまの笑顔のために、生

活の一部である『食』に貢献できるよう努めてまい

ります。

作品の主旨　豊かな自然に対して、心を込めて感謝

している女性の姿を表現してみました。

設置場所
なかよしまいガーデン（第１遊水地内）

設置場所
ＪＡ大東営農経済センター

「
感
謝
」

「
自
然
の
恵
み
に
感
謝
を
」

特集
１
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青年部
Facebook

特集　第１３回　ＪＡいわて平泉　青年部立て看板コンクール

千厩合同青年部　「 完
おうえん

食ありがとう！！」

花泉青年部　「おいしい笑顔　ありがとう」

平泉青年部　「これまでの、すべてに！！♡（感謝）」

藤沢青年部　「未来の生産者　未知農遭遇」

作品の主旨　藤沢地域の保育園・こども園の

子どもたちに協力をいただき、作品を作成し

ました。このことをきっかけに、未来の生産者

を呼び起こすことで農業への希望・感謝を伝

えられるような農業社会にしたいという思い

を表現しました。

作品の主旨　丹精込めて育てている野菜や牛

をいつもおいしく食べていただいている方々

へ日頃の感謝を込めて、『完食』という文字を

あえて『おうえん』と読むようにしました。

それに伴い、野菜や牛を戦隊ヒーロー風に

作成しました。

作品の主旨　消費者または生産者として携わ

る人々から、農業に関わる人々や自然への感

謝の気持ちが、農業情勢が移ろう中でも恒久

的に続くように、思いを込めて表現しました。

作品の主旨　生産者が丹精込めて生産した農

畜産物や、流通・販売など消費者の元に届く

まで過程の中で、全ての出会いに対する「感謝」

を表現しました。

設置場所　ＪＡ藤沢営農経済センター

設置場所　ＪＡ千厩営農経済センター

設置場所　ＪＡ花泉支店

設置場所　旧ＪＡ平泉農機センター向かい

皆さまが「いいね！」と感じた看板に投票をお願いします！
【投票方法】	 ・下記基準に合うと思うものを重複しないように１作品ずつ選んで投票してください。

	 　最優秀賞	 作品の主旨がはっきりと伝わり、仕上がりが美しいもの。

	 　デザイン賞	 作品のデザインが最もバランス良く形成され美しいもの。

	 　アイデア賞	 作品のデザインが創意工夫やアイデアに満ち溢れているもの。

	 　努力賞	 細かいところまで一生懸命制作された様子、手作り感が伝わるもの。

	 ・投票は、下記方法で行うことができます。

	 　①各イベント開催会場	 会場に用意している所定の用紙に記入して投票。

	 　②広報誌「こしぇる」	 本誌１７ページの宛先に郵便または FAX、E メールで投票。

	 　③青年部 Facebook	 ＪＡいわて平泉青年部協議会公式 Facebook ページにメッセージを送信して	

			   投票（メッセージには住所、氏名、連絡先を記載願います）。

	 ※投票は１人１回でお願いします。また、ご応募いただいた個人情報は、当選者のプレゼント発送に

	 　限り利用させていただきます。

【投票期間】	 令和８年９月１０日（木）～１１月９日（月）

【賞　　品】	 りんごジュース１ケース（３０缶入）　１０名様

【当選発表】	 投票いただいた方の中から厳正な抽選の上、当選者を決定します。当選の発表については賞品の発送

	 をもって代えさせていただきます。

皆さまからの投票をお待ちしております！
お問い合わせ　ＪＡ総合企画課　☎２３－３００９（担当：菅原）

6

4

3

5

※千厩合同青年部は、千厩・川崎・室根地区の青年部が合併し、令和８年４月に発足した組織です。
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暴風雨暴風雨にに備備えるえる
　近年、勢いを増す集中豪雨や台風。それによる被害も甚大なものとなっています。令和
８年８月２日には大雨により北上川が増水、管内では道路が冠水し、住宅で床下浸水が
起こるなどの被害が発生しました。台風やそれに伴う大雨にまだまだ気が抜けないこの時
期、水害から大切なものを守るために何ができるのか、今回はその対策などを紹介します。

　水害から命を守るためには、大雨が降る前、風が強くなる前から準備をしておくことが大事です。気象予報をこまめに

チェックするようにしましょう。平時からできる備えは前もって行っておくとともに、台風や雨雲が近づいてきた際は、防

災気象情報を利用し行動することで、被害を未然に防いだり、軽減したりすることができます。

出典：ハザードマップポータルサイト

出典：気象庁

○窓や雨戸はしっかりと施錠し、必要に応じて補強しましょう。

○ 側溝や排水溝を掃除し、水はけを良くしておきましょう。

○風で飛ばされそうなものは飛ばないよう固定しておくか、家の中にしまいましょう。

○室内からの安全策

・飛散防止フィルムを窓ガラスに貼り、足元の安全を確保しましょう。

・飛来物の飛び込みに備えてカーテンやブラインドを下ろしておきましょう。

○水の確保

・断水に備えて飲料水を確保しておきましょう。

・浴槽に水を張るなどして生活用水を確保しましょう。

○非常用品はコンパクトにまとめリュックサックに入れ、

　両手が使えるようにしましょう。

○防災気象情報「警戒レベル４」までに避難をしましょう。

○増水した河川や水路、崖などの危険な場所には近づかないようにしましょう。

○災害・避難カードを活用しましょう。

　災害時にどのような情 報に着目す

べきか、どのような避 難 行動を取れ

ば良いかは、お住まいの地域や想定

される災害によって異 なります。自

治 体 から避 難 情 報 が 発 令された時

に適切な行動ができるよう、あらか

じめ「 災害・避 難 カード」を 作成し

ましょう。

詳しくは、気象庁「大雨や台風に備えて」をご覧ください。

○非常用品の確認

さらに詳しい
チェックリストは

こちらから

○ 防災気象情報
　災害による被害を食い止め、軽減することを目的と

した、気象庁が発表する気象情報です。大雨や土砂災

害、高潮、河川氾濫の警戒レベルに相当する警報など

の他、緊急地震速報や風雪、津波、火山噴火などに

対する警報など、さまざまな情報があります。

○ キキクル
　気象庁が提供する防災ツール「キキクル」は、発生

しうる土砂災害や浸水害、洪水災害の危険度を色分

けして地図上に表示することで、地域の状況をリアル

タイムで把握できます。「土砂キキクル」「浸水キキクル」

「洪水キキクル」の３種類に分かれ、最新の予測情報

を提供します。

１．情報を手に入れよう

２．家の外の備え

４．避難する際の注意点

３．家の中の備え

特集　暴風雨に備える

災害・避難カード
【○○町△△字□番地▽号：避難が必要となる災害と避難方法等】

災害

Ａ川の洪水

Ｂ川の洪水

土砂災害

避難行動

自宅２階

○○避難場所

△△避難場所

注視する情報

洪水キキクル

Ｂ川レベル４氾濫危険警報

レベル４土砂災害危険警報

特集
２

懐中電灯

救急薬品

非常用食品

衣類

携帯用ラジオ

携帯ボンベ式コンロ

貴重品

など

■ 管内（一部）の洪水ハザードマップ

■ 防災気象情報が示す警戒レベル

○ ハザードマップ
　地域ごとの災害危険度は、市区町村などの「ハザー

ドマップ」で確認できます。ハザードマップとは、自

然災害が発生した時の浸水などの被害範囲を予想し、

地図上に示したものです。想定される被害に応じて災

害対策や避難経路を考えましょう。

出典：気象庁

■ 災害・避難カードの書き方（例）
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食
と
農
業
の
重
要
性
を
実
感

貯
蔵
瓶
の
大
き
さ
を
体
感
す
る
参
加
者

　
「
第
３
回
わ
く
わ
く
純
情
プ
ラ
ン
タ
ー
」
と

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
」
を
同
時
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
20
人
が
、
Ｊ
Ａ

女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
と
一
緒
に
Ｊ
Ａ
藤

沢
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
見
学
や

食
と
農
に
関
す

る
○
×
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
、
Ｊ

Ａ
と
触
れ
合
い
、

理
解
を
深
め
ま

し
た
。
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Ｊ
Ａ
組
合
長
賞
に
橋
本
さ
ん

賞
状
を
手
に
受
賞
を
喜
ぶ
橋
本
さ
ん
㊥

藤
沢
野
焼
祭
実
行
委
員
会

　

第
49
回
縄
文
の
炎
藤
沢
野
焼
祭
２
０
２
６
が

開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
６
３
１
点

の
中
か
ら
Ｊ
Ａ
組
合
長
賞
に
黄
海
小
学
校
１
年

の
橋
本
美み

苑そ
の

さ
ん
（
藤
沢
）
の
作
品
「
ね
こ
の

も
も
ち
ゃ
ん
の

か
び
ん
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

橋
本
さ
ん
に

は
、
賞
状
と
副

賞
の
「
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
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岩
渕
さ
ん
の
去
勢
牛
名
誉
賞

計量を終えトラックに積み込まれる岩渕さんの去勢牛
　

第
18
回
い
わ
て
南
牛
枝

肉
共
励
会
を
開
き
、
名
誉

賞
に
岩
渕
孝
彦
さ
ん
（
室

根
）
の
去
勢
牛
が
輝
き
ま

し
た
。
出
品
36
頭
の
う
ち

５
等
級
に
34
頭
、
４
等
級

に
２
頭
が
格
付
け
さ
れ
、

上
物
率
は
１
０
０
％
。
岩

渕
さ
ん
の
去
勢
牛
は
枝
肉

重
量
５
１
２
㌔
、
キ
ロ
当

た
り
枝
肉
単
価
３
０
０
４

円
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
て
南
牛
振
興
協
会

8 / 2 0

長
寿
と
健
康
願
っ
て
枕
作
り

枕を作り上げる支部員
　

花
泉
町
内
で
米
寿
を
迎

え
る
住
民
に
使
用
し
て
も

ら
う
た
め
、
支
部
員
25
人

が
健
康
と
長
寿
を
願
い
、

そ
ば
殻
が
入
っ
た
枕
85
個

を
作
り
ま
し
た
。
後
藤
和

子
支
部
長
は
「
形
の
良
い

枕
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と

が
で
き
た
。
皆
さ
ん
の
手

に
届
く
の
が
楽
し
み
」
と

心
弾
ま
せ
る
様
子
を
見
せ

ま
し
た
。

ハ
ー
ト
フ
ル
花
泉
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女
性
の
力
で
畜
産
盛
り
上
げ

参加者に腹話術を披露する藤野さん
　

畜
産
に
関
わ
る
女
性

が
集
ま
り
、
意
見
を
交

わ
す
初
の
取
り
組
み
と
し

て
「
牛
飼
い
女
子
の
集
い

２
０
２
６
」
を
開
き
ま
し

た
。
酪
農
、
和
牛
、
肉
牛

の
販
売
価
格
、
飼
料
価
格

情
勢
な
ど
を
学
ん
だ
他
、

基
調
講
演
で
は
藤
野
静
枝

さ
ん
（
大
東
）
が
腹
話
術

を
披
露
し
、
交
流
を
図
り

ま
し
た
。
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巨
大
ス
イ
カ
に
驚
き
隠
せ
ず

スイカの大きさに驚く千葉さん
　

千
葉
ト
シ
コ
さ
ん
（
花

泉
）
の
畑
で
、
直
径
36
㌢
、

重
さ
18
㌔
に
及
ぶ
、
と
て

も
大
き
な
ス
イ
カ
が
収
穫

さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
さ
ん

は
「
特
別
な
世
話
も
せ
ず

に
、
自
然
と
こ
こ
ま
で
大

き
く
成
長
し
た
。
初
め
て

の
こ
と
で
と
て
も
び
っ
く

り
し
て
い
る
」
と
、
驚
き

を
隠
せ
な
い
様
子
を
見
せ

ま
し
た
。
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野
生
獣
対
策
の
注
意
点
学
ぶ

小野寺さんの講演に注目する参加者
　

農
作
物
被
害
防
止
対
策

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

岩
手
県
農
林
水
産
部
の
小

野
寺
理
さ
ん
を
講
師
に
、

参
加
者
50
人
は
、
野
生
獣

の
特
徴
や
対
策
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
小
野
寺
さ

ん
は
、「
野
生
獣
は
学
習
能

力
が
高
い
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
総
合
的
に
使

う
の
が
大
事
」
と
説
明
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
東
山
稲
作
部
会

8 / 1 7

ビ
ー
ル
の
お
供
に
夏
野
菜
を

野菜を引き渡す一関市職員㊨
　

第
29
回
全
国
地
ビ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
一
関

で
提
供
さ
れ
る
料
理
に
使

用
す
る
夏
秋
野
菜
を
希
望

す
る
15
店
舗
に
引
き
渡
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
来

場
客
に
一
関
市
の
夏
秋
野

菜
を
Ｐ
Ｒ
し
、
販
売
促
進

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
、

ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ

ウ
リ
・
ナ
ス
計
１
１
６
箱

を
提
供
し
ま
し
た
。

一
関
市

テープカットでふるさと便の発送を祝う関係者あいさつをするＪＡ佐藤一則組合長

リ
ン
ド
ウ
や

米
な
ど
全
国
へ

信
頼
さ
れ
る

米
産
地
目
指
し

　

一
関
ふ
る
さ
と
便
「
夏
の
便
」

の
出
発
式
を
開
き
、
ふ
る
さ
と
の

味
と
香
り
が
消
費
者
の
元
へ
無

事
届
く
こ
と
を
願
い
、
第
１
便

を
発
送
し
ま
し
た
。
一
関
ふ
る
さ

と
便
は
今
年
で
40
年
目
。
一
関
地

域
で
生
産
さ
れ
た
リ
ン
ド
ウ
や

米
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
・
と
ま
と

ジ
ュ
ー
ス
を
全
国
へ
向
け
発
送

し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
い
わ
て
平
泉
米

生
産
者
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

米
の
生
育
状
況
や
米
穀
情
勢
に

つ
い
て
報
告
し
、
消
費
者
か
ら

信
頼
さ
れ
る
米
産
地
確
立
に
向

け
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
全
体
研
修
を

行
い
、日
本
生
協
連
米
事
業
（
Ｃ

Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
米
）
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
ま
し
た
。

一
関
ふ
る
さ
と
便
実
行
委
員
会

一
関
地
方
良
質
米
生
産
協
議
会

7/ 2 2
8 / 1 2

TOPICS
ココcolor ソコ color
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高い志のもと、日々 “ キラリ ”と光る活動をしている人たちがいる。
“ 黄金の郷 ” いわて平泉を支える、魅力溢れる“こしぇるびと” の
メッセージをシリーズで紹介していく。

仲
間
と
共
に
一
歩
ず
つ
前
へ一

関
市
滝
沢　
菅
原　
宗
一
郎 

さ
ん

vol.139

PROFILE

１９９０年一関市滝沢生まれ。
高校卒業後に岩手を離れて
関東で過ごし、結婚を機に
Uターン。新規就農ワンストッ
プ相談窓口を利用して 1 年
の研修を積み、２０２３年就
農。トマト２０㌃。両親、妻、
子の６人家族。

菅原  宗一郎さん（36）
Soichiro Sugawara

一関市滝沢

Ｕ
タ
ー
ン
か
ら
始
ま
っ
た
農
業
の
道

　

夏
の
強
い
日
差
し
を
受
け
、
ト
マ
ト
が
人

の
背
丈
よ
り
も
高
く
伸
び
て
い
る
。
菅
原
宗

一
郎
さ
ん
は
誘
引
結
束
機
を
片
手
に
、
誘
引

作
業
に
集
中
す
る
。

　

高
校
卒
業
後
に
仙
台
の
専
門
学
校
へ
進
学

し
、
就
職
の
た
め
上
京
し
た
。
働
い
て
い
る

う
ち
に
い
つ
し
か
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
水
稲
を
栽
培
し
て
い
る
実
家
を
継

い
で
の
就
農
も
選
択
肢
の
一
つ
に
入
っ
て
い

た
。
そ
し
て
結
婚
を
機
に
帰
郷
。
初
め
は
地

元
の
企
業
に
勤
め
な
が
ら
父
・
吉
昭
さ
ん
の

手
伝
い
を
し
て
い
た
が
、
次
第
に
自
分
で
農

業
経
営
に
挑
戦
し
た
く
な
っ
た
。
独
立
を
期

し
て
新
規
就
農
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の

門
を
た
た
き
、
自
宅
の
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を

活
用
で
き
る
こ
と
や
、
Ｊ
Ａ
管
内
で
盛
ん
に

栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
品
目
は
ト
マ

ト
を
選
択
。
販
売
成
績
の
高
い
ト
マ
ト
農
家

の
下
で
研
修
を
積
ん
だ
後
、
２
０
２
３
年
、

ト
マ
ト
農
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

一
つ
一
つ
挑
戦
し
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　

　

宗
一
郎
さ
ん
は
農
家
と
し
て
成
長
す
る
た

め
に
、
毎
年
新
た
な
目
標
を
一
つ
設
定
し
、

達
成
を
目
指
し
て
い
る
。
就
農
当
初
は
栽
培

面
積
を
10
㌃
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
毎
年

少
し
ず
つ
拡
大
に
取
り
組
み
、
４
年
目
と
な

る
今
年
は
当
初
の
倍
の
20
㌃
ま
で
広
げ
た
。

そ
れ
に
応
じ
て
収
量
や
販
売
額
も
伸
ば
し
て

き
た
が
、「
大
変
な
こ
と
も
多
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。
特
に
１
年
目
は
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
、
先
輩
農
家
に
た
く
さ
ん
質
問

し
て
は
実
践
に
移
す
こ
と
を
と
に
か
く
繰
り

返
し
、「
寝
ず
に
働
い
た
」
と
思
う
ほ
ど
必
死

だ
っ
た
。

　

今
年
か
ら
は
Ｊ
Ａ
ト
マ
ト
部
会
が
力
を
入

れ
て
い
る
秋
ど
り
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。
他

の
作
型
よ
り
も
定
植
時
期
が
遅
く
、
暑
い
夏

に
樹
の
管
理
を
す
る
た
め
大
変
な
面
も
あ
る

が
、「
面
積
拡
大
に
合
わ
せ
て
秋
ど
り
に
も
取

り
組
む
こ
と
で
、
長
期
安
定
出
荷
を
目
指
す
」

と
力
を
込
め
る
。

仲
間
と
や
り
が
い
を
感
じ
て

　

こ
れ
か
ら
も
毎
年
一
つ
、
新
し
い
目
標
を

自
分
に
課
し
て
い
く
と
言
う
宗
一
郎
さ
ん
。

そ
れ
は
、
か
つ
て
「
現
状
維
持
は
衰
退
で
あ

る
」
と
い
う
名
言
に
感
銘
を
受
け
、
少
し
ず

つ
で
も
成
長
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
か

ら
。
最
近
は
雇
用
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

多
い
。
作
業
員
に
ど
の
よ
う
に
働
い
て
も
ら

う
か
、
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
悩
み
な
が
ら
、
使
用
者
と
し
て

の
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。

　

宗
一
郎
さ
ん
に
と
っ
て
農
業
の
や
り
が
い

は
、「
協
力
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
達
成
感
」

と
、「
自
分
の
努
力
が
結
果
に
表
れ
る
こ
と
」

の
二
つ
。
家
族
や
作
業
員
と
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を

し
な
が
ら
一
年
を
駆
け
抜
け
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
達
成
感
は
、
他
に
は
代
え
が
た
い
。
普
段

の
管
理
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
収
量

や
品
質
に
反
映
さ
れ
、
頑
張
っ
た
実
感
が
得

ら
れ
る
。
宗
一
郎
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と

時
間
を
大
事
に
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
く
。
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一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎

19 
23 
5 
10 
3 
13 
9 
6 
2 
90 

894
882
790
834
793
828
870
848
836
894

696
704
695
682
739
685
759
750
772
682

19 
22 
9 
23 
4 
6 
2 
13 
3 

101 

979
1,040
967
967
992
967
986
1,064
967
1,064

745
800
812
730
825
912
868
771
902
730

38 
45 
14 
33 
7 
19 
11 
19 
5 

191 

825,695 
851,669 
850,143 
858,267 
845,743 
815,216 
827,700 
876,179 
884,620 
845,606 

104.5%
98.0%
101.0%
101.6%
102.1%
94.1%
95.9%
95.7%
100.7%
99.8%

801,495 
797,165 
746,460 
775,720 
765,233 
759,423 
805,689 
808,867 
804,100 
788,150 

849,895 
908,650 
907,744 
894,157 
906,125 
936,100 
926,750 
907,246 
938,300 
896,805 

支　部
頭数 高値 安値 平均価格 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 平均価格

合計去勢雌
前回比（％）

合計・平均

※単位：円（ただし高値・安値は千円）税込みです。

最高販売額の
血統構成

雌 父：
母の父：
祖母の父：

光福久
美津照重
北乃大福
（一関）

久隆照
百合白清２
安福久
（室根）

去勢 父：
母の父：
祖母の父：

県南子牛市場　　令和８年８月１８日

８月市場
和牛枝肉販売成績　　令和８年８月

格付
５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

雌
単価（円）枝重（kg） 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）

上物率
（格付４等級以上）

去勢

446 

428 

2,456 

2,355 

1,095,376 

1,007,940 

532 

469 

2,411 

2,276 

1,282,652 

1,067,444 
100.0%

販売頭数18頭 ※枝重、単価、販売額は平均値

出荷月間最高販売牛
血統紹介

雌の部
福増×平茂勝×福之国
Ａ5　484㎏　3,009円

Ａ5　604㎏　2,441円

去勢の部
若百合×白鵬85の3×第1花国

営
農

クセ トレ

生産資材ひろば
営農TOPI CS

　 生産資材の配達業務を１０月１日から全農物流㈱へ委託
します。
　現在の東部・西部配送センターは「受注センター」として
現東部配送センターに事務所を置き、肥料や農薬など生産
資材の配達受け付けや予約受注を担います。

　しばらくの間は各営農経済センターや一関地域資材
センターでも受け付けし、受注センターへつなぎます。

■午後２時までに受け付け……翌営業日配達
■午後２時以降の受け付け……翌々営業日配達
※在庫状況により翌営業日配達に間に合わない場合もあり
　ますので、ご了承願います。

■配達できるもの
　肥料、飼料、農薬、保温・包装資材等
■配達できないもの
　・食料品
　・乗務員が一人で配達不可能なもの
■継続事項
　・組み立て商品等の組み立て作業は致しません。
　・配達時現金の受け取りはできません。営農経済セン
　　ターでお支払い願います。

ぜひ、ご利用ください。

生産資材の配達依頼は
 　１０月１日から
　　 「受注センター」に

青色申告特別控除の制度が変わります青色申告特別控除の制度が変わります

優良な電子帳簿保存
またはデジタルシームレス

保存について

簡易簿記による控除
（１０万円）について

事業所得や不動産
所得がある方へ

　令和８年度税制改正により、令和９年分の確定申告以降、青色申告されている個人事業主等の方の青色申告特別
控除の見直しが行われます。令和９年分以降の確定申告では、複式簿記による控除額が６５万円または７５万円に引
き上げられますが、e-Tax（電子申告）の利用が必要になります。適用をご検討の方で、対応がお済みでない方は、
早めに準備をしましょう。

【主な改正事項】
・複式簿記による青色申告特別控除（６５万円または７５万円）の適用には、e-Tax が必要となります。
・簡易簿記による青色申告特別控除（１０万円）の適用は、前々年の収入が１，０００万円以下の方に限定されます。

配達業務を全農物流㈱へ委託

配達申し込み専用電話番号

☎︎５１－１１３１
（現東部配送センター電話番号と同じ）

適期刈り取りを徹底しましょう！！適期刈り取りを徹底しましょう！！
　今年も昨年と同様に、登熟が早まっています。

刈り遅れにならないよう、各圃場の登熟状況を

次の通りに観察して、刈り取り適期を判断し、

高品質ないわて平泉米に仕上げましょう。

黄化もみ割合のチェック

　平均的な大きさの穂を観察し、黄化したもみが

１穂もみ数に占める割合を確認します。刈り取り

適期は「黄化もみ割合 80 ～ 90％」(80 ～ 90％のも

みが黄化、10％ほど緑色の状態 ) です。また、数穂

を試しにもみすりしてみましょう。

積算気温による刈り取り適期の判断は、栽培法や

日照時間によって前後する場合がありますので、

実際の登熟状態を確認してください。

※

刈り取り早い 刈り取り適期

90％ 95％80％70％

刈り遅れ

黄化もみ割合と穂の様子

　詳しくはこちらを
ご参照ください。
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ＪＡいわて平泉  理事会だより
　次の事項について審議され、原案通り決議されました。

第７回理事会　８月２８日開催
▶共済規程の一部変更　▶農産物検査業務規程（5-6-4-1）の一部改正▶固定
資産（千厩 CE　デポ撹拌・排出装置更新工事）の取得　▶固定資産（千厩 CE
　自主検査装置更新工事）の取得　▶広域物流体制における農家戸配送業務
委託基本契約の締結　▶職制規程の一部改正　▶利益相反取引の承認

 お問い合わせ

ＪＡ金融課　☎ 23-3007

取扱業務
貯金の入出金（現金払戻の限度額をお１人
あたり３０万円とさせていただきます）、定
期積金の掛込、貯金通帳の記帳・繰越、電
話料金・水道料金等の公共料金（電気料金
除く）、県税・市税・町税等の納付、相談業
務（取次業務内）

＊運行スケジュールについては、天候その他諸事情に
より、予告なく変更・中止させていただく場合がござい
ます。ご了承ください。

移動金融店舗車
『このみん号』
運行スケジュール

月 火 水 木 金
1 2

 

 

 

 

 

 

厳美出張所川崎出張所 奥玉市民センター

6 7

1 2

8 9
厳美出張所

厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所 奥玉市民センター

室根支店

室根支店

12

19

13 14 15 16
萩荘支店

30
厳美出張所

20 21 22 23
厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

津谷川ふれあい店

津谷川ふれあい店

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所

厳美出張所

26
厳美出張所

萩荘支店

27
川崎出張所

28
奥玉市民センター

室根支店

29

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

川崎出張所 奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所厳美出張所

萩荘支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

10月上段：午前（10:0０～１１:３０）、下段：午後（１３:0０～１4:3０）

※旧店舗名で記載しております。
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お休み

お問い合わせ　 ＪＡ米集出荷センター 輝
きらり

　☎３４－８８６２ または ＪＡ各営農経済センター

お問い合わせ　 ＪＡ園芸課　☎３４－４００３（担当：菊池）

お問い合わせ	  一関いものこ会実行委員会
	 （一関市農林部生産流通課）
	 ☎０８０－３３２９－０６６９

お問い合わせ	 （一社）いちのせきニューツーリズム
	 ☎８２－３１１１

ＪＡなす生産部会
若手生産者グループ

ＪＡ農機センターのＪＡ農機センターの
秋の繁忙期休日対応について秋の繁忙期休日対応について

第４３回 第４３回 一関いものこ会一関いものこ会 開催 開催 掘って掘って、、食べて、遊ぼう！食べて、遊ぼう！
いものこ探検隊バスツアーいものこ探検隊バスツアー

　ＪＡ農機センターでは、秋作業繁忙期の対応といたしまして、
下記のとおり休日対応させていただきます。 

◎繁忙期対応営業期間 
　９月１９日（土）～１０月１０日（土）の土・日
ただし、９月２１日（月・祝）、２３日（水・祝）、１０月４日（日）
は営業いたしません。
◎期間内の営業時間 　午前８時３０分～午後５時
◎電話受付時間 　　　午前８時３０分～午後４時 

　なお、早朝・深夜等、就業時間以外の携帯電話や自宅への架
電、訪問はご遠慮ください。ご理解とご協力をよろしくお願い申
し上げます。

期　間	 令和８年１０月３日（土）～３１日（土）
時　間	 午前１０時～午後３時
場　所	 一関市遊水地記念緑地公園　お花見広場
その他	 ・一関特産食材セットと調理器具セットのご利
		  用で、手ぶらで楽しめます。
	 ・利用予定日の５日前までに下記に電話または
		  右の予約フォームでご予約ください。

期 間
場 所

内 容

参加費

申込期限
定員数

令和８年１０月３日（土）午前９時～午後２時
一関市遊水地記念緑地公園お花見広場、
市内圃場など
・いものこ掘り体験、ネギ収穫体験
・いものこ会場での調理、昼食
大人 2,300 円、小学生 1,200 円、
幼児（3 歳以上）300 円
９月２５日（金）
２０人（先着順）

ＡＴＭ営業休止のお知らせＡＴＭ営業休止のお知らせ
　ＪＡファーマーズいわて平泉の店内に設置し
ているATMは、令和８年８月３１日（月）をもっ
て当面の間、営業休止としておりますのでお知
らせいたします。
　営業の休止に伴い、ご利用いただいていた
皆さまには大変ご不便をおかけいたしますが、
近隣の支店やＡＴＭ、または提携ＡＴＭ※の
ご利用をお願いします。

　何とぞご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

※提携ＡＴＭ（セブン銀行、イーネット、ローソン銀行、
　ゆうちょ銀行）の入出金手数料が時間帯問わず、
　最大1カ月３回まで無料（注）となります。

（注）ＪＡとお客さまのお取引に応じて各種手数料の優遇を行う
　  サービス「ＪＡバンク優遇プログラム」によります。

　詳しくは、ＪＡ金融課☎ 23-3007 または
ＪＡ各支店にお問い合わせ下さい。

お問い合わせ　 ＪＡ各農機センター

「いわて平泉米　良食味コンクール」を開催します「いわて平泉米　良食味コンクール」を開催します
　「いわて平泉米」の産地力向上を図り有利販売につなげ、生産者の所得増大を目指すため良食味コンクールを
開催します。生産者皆さまのご応募をお待ちしております。

□対象品種
□応募方法

□審査方法

□表　　彰

□そ  の  他

□応募期間
□応  募  先

「金色の風」、「ひとめぼれ」、「銀河のしずく」、「複数品種」の４部門
ＪＡ各営農経済センター備え付けの応募用紙に必要事項を記入し、品質測定用玄米４００㌘を添えてご
応募ください。
なお、上位入賞した場合は「品質測定用玄米」と同一に乾燥調整された販売用玄米３０㌔×２袋をご提
出いただきます。

【1 次審査】	 品質検査機器による食味品質審査（各部門３点選出）
【2 次審査】	 ①食味値×５点　②整粒歩合×３点　③アミロース値を審査
	  （総得点方式で、部門に関係なく上位４点を選出）

【最終審査】	 食味官能試験による審査
最高賞１点、優秀賞１点、優良賞１点、審査委員特別賞１点
表彰については、表彰状ならびに副賞を準備しております。表彰式は、別途開催いたします。
販売用玄米については、コンクール終了後通常の米検査にて買い入れし、返却はしませんのでご了承
ください。
令和８年９月１１日（金）～１０月１３日（火）期日厳守
各地域のＪＡ営農経済センターへご応募ください。

X

ホームページ

ホームページ
はこちら

予約フォーム
はこちら

やっぱり !! 秋のナスフェス 2026　開催やっぱり !! 秋のナスフェス 2026　開催
　ＪＡいわて平泉なす生産部会若手生産者グループは、「やっぱり !! 秋のナスフェス 2026」を開催します。
ＪＡ管内の若手ナス農家が地元飲食店や量販店とタッグを組み、ＪＡのナスをＰＲします。量販店でナスを
お買い求めご自宅で、飲食店ではナスのオリジナルメニューをぜひ、お楽しみください。

詳しい情報は、ホームページ、公式Ｘ　@nasufes777 でご確認ください。

開催期間：
参加店舗：

令和８年９月２１日（月）～２３日（水）
古戦場、道の駅室根「味処むろね」、とんかつ金太郎、笑華亭、道の駅厳美渓、Cafélounge vin gogh、
酒ＢＡＲ羽鶴、焼肉とんちゃん、ぐでんぐでん、中華ダイニングチンシュイ、かんざん亭、庄や一関店、
Café GATI、道の駅平泉、かいめんこや、駅前酒場一番星、丸江スーパー、神文ストア
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“つくる”をテーマにＪＡ役員が思いを綴ります

理事
鈴木  勝
（大東）

土
地
基
盤
の
現
状
と

課
題

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
農
家
戸
数
の
全
体
的
な
減
少

に
伴
い
、
耕
地
面
積
も
減
少
し
地
域
農
業
の
生
産
性
の
低
下

を
招
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
農
家
の
自
己
努
力
に
よ
る

個
別
の
区
画
拡
大
と
、
土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
費
に
よ
る

ほ
そ
ぼ
そ
と
し
た
用
排
水
路
の
修
繕
整
備
の
み
で
対
応
し
て

き
た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
多
面
的
機
能
支
払
制

度
が
農
業
基
盤
の
下
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
沢
地
の
圃

場
は
農
家
自
ら
の
手
に
よ
る
開
田
整
備
と
維
持
修
繕
を
繰
り

返
し
て
現
在
に
至
る
も
の
で
あ
り
、
傾
斜
地
の
た
め
区
画
形

状
が
狭
く
て
不
整
形
な
た
め
作
業
効
率
が
悪
く
、
沢
水
利
用

の
用
排
水
で
は
し
ば
し
ば
渇
水
に
見
舞
わ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
現
状
の
ま
ま
で
は
、
リ
タ
イ
ア
し
た
農
家
の
農

地
を
利
用
集
積
し
て
も
規
模
拡
大
は
お
ろ
か
、
後
継
者
が
耕

作
を
引
き
継
ぐ
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
現
状
と
な
っ
て
お
り
、

耕
作
放
棄
地
化
を
招
く
懸
念
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
水
管

理
が
容
易
で
、
大
型
農
業
機
械
に
よ
る
効
率
的
な
農
作
業
が

可
能
な
圃
場
環
境
を
、
一
刻
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
が
切
望

さ
れ
て
い
る
。

ＪＡ デイサービスセンター 〒021-0901 一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

〒029-0803 一関市千厩町千厩字境田153-12
TEL 0191-52-5668

　

射
的
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、

お
み
こ
し
巡
回
を
行
い
、

最
後
に
花
笠
音
頭
や
千
厩

音
頭
の
盆
踊
り
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

駄
菓
子
釣
り
や
射
的
な

ど
を
み
ん
な
で
楽
し
み
、

花
笠
音
頭
で
盛
り
上
が
っ

て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま

し
た
。

み
こ
し
や
手
踊
り
盛
大
に

夏
祭
り
で
縁
日
楽
し
む

くらしのヒント！くらしのヒント！

「老齢年金」って、一体何ですか？

花泉支店  ＬＡ　山崎 誠也
26033400034

　人生１００年時代と呼ばれる現代、老後の生活資金は心配
事の一つです。老後の生活資金については、「老齢年金」とい

う国の公的保険制度があり、原則６５歳になった時から一生涯にわたっ
て一定額の給付を受けられます。ただし、その給付額は十分とはいえず、
会社員か自営業かによって大きく変わります。
　将来、どのくらいの老齢年金が受け取れるか、生活していくには
どのくらいの備えが必要か、最寄りの支店窓口、または
ＬＡ（ライフアドバイザー）と一緒にご確認してみては
いかがでしょうか。

漫
画
「
も
ぐ
も
ぐ
」
を
読
ん
で
、

も
み
の
一
つ
一
つ
が
花
だ
と
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
く
て
読

み
や
す
い
漫
画
で
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
続
き
を
読
ん
で
み
た
く

な
り
ま
し
た
。

	

花
泉
町　
Ｏ
さ
ん
（
50
代
）

秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
、
毎
日

草
刈
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
し
ぇ
る

を
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
い
る
人
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
を
見
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

	

中　
里　
Ｆ
さ
ん
（
50
代
）

天
候
に
恵
ま
れ
、
自
家
野
菜
が

た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
し
た
。
孫
た

ち
に
送
り
、
わ
が
家
で
も
た
く
さ
ん

食
べ
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

	

大
東
町　
Ｓ
さ
ん
（
80
代
）

「
こ
し
ぇ
る
び
と
」
を
読
み
ま

し
た
。
今
若
い
就
農
す
る
方
が
増

え
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を

支
え
て
ほ
し
い
で
す
。

	

平
泉
町　
Ｓ
さ
ん
（
80
代
）

畜
産
共
進
会
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
牛
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

	

室
根
町　
Ｍ
さ
ん
（
40
代
）

8
月
号
の
答
え
は

「
コ
ウ
シ
エ
ン
」
で
し
た
。

▼
８
月
号
の
答
え

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

クロスワード◎パズル

※ご応募いただいた個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。また、お寄せ
　いただいた身近な話題は「皆さんの声お届けします！」コーナーに掲載させていただく場合があります。

郵便はがきの裏に次の①〜③
をご記入の上ご応募ください。
① クイズの答え
② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、ふり
　 がな、年齢

正解者の中から１０名に図書カード
（５００円分）をプレゼントします。

〒 021-0027  一関市竹山町７－１
ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで

ご応募は FAX（21-0242）、Eメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

　　　令和８年９月２５日（金）（当日消印有効）
皆さまからのご応募お待ちしております。

締切日

当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。

   

ヨ
コ
の
カ
ギ

①②③④⑥⑨⑩⑪⑬⑭⑯
秋
ら
し
い
風
情
の
雲
。魚
の

名
前
が
つ
き
ま
す

天
・地
・―
―

大
酒
飲
み
の
こ
と

先
手
が
黒
、後
手
が
白
を
使

い
ま
す

さ
つ
ま
、里
、こ
ん
に
ゃ
く

と
い
え
ば

で
こ
ぼ
こ
の
進
み
づ
ら
い

道
の
こ
と

音
楽
に
の
れ
る
人
に
備
わ
っ

て
い
る
も
の

ア
ル
バ
イ
ト
、グ
ミ
、カ
ル

テ
と
い
っ
た
言
葉
の
元
は

こ
れ

形
態
―
―
は
も
の
ま
ね
の

一
種

サ
ギ
ソ
ウ
も
デ
ン
ド
ロ
ビ

ウ
ム
も
こ
の
仲
間

ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て
疲
れ

を
取
り
ま
す

   

タ
テ
の
カ
ギ

②⑤⑦⑧⑨⑪⑫⑭⑮⑯⑰
ス
ス
キ
や
月
見
団
子
を
供

え
る
行
事

ブ
ド
ウ
を
使
っ
て
仕
込
む
酒

エ
ッ
ク
ス
と
ゼ
ッ
ト
の
あ
い
だ

カ
ミ
の
反
対

北
海
道
の
市
。監
獄
が
あ
っ

た
こ
と
で
有
名

悪
い
も
の
が
入
っ
て
い
な

い
か
、先
に
食
べ
て
証
明
し

ま
す

髙
橋
真
梨
子
の
ヒ
ッ
ト
曲

『
―
―
吐
息
』

羊
の
肉
は
マ
ト
ン
。子
羊
の

肉
は

落
花
生
に
は
タ
ン
パ
ク
―
―

も
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す

鹿
児
島
県
の
桜
島
は
活
発

に
繰
り
返
し
て
い
ま
す

は
え
ば
立
て
、立
て
ば
歩
め

の
―
―

　

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
女
性
部
一
関
中
央
支
部

は
７
月
22
日
、
全
部
員
研
修
会
と
し
て
花
の

寄
せ
植
え
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
花
と
泉

の
公
園
（
花
泉
）
の
阿
部
千
恵
子
さ
ん
と
渡

邊
幸
子
さ
ん
を
講
師
に
、
参
加
し
た
部
員
30

人
は
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は

ル
ド
ベ
キ
ア
や
ロ
ベ
リ
ア
な
ど
11
種
類
の

花
苗
が
用
意
さ
れ
、
部
員
は
悩
み
な
が
ら
も

思
い
思
い
に
植
木
鉢
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。 寄せ植えを楽しむ部員

き
れ
いな
花
に
心
躍
ら
せ

JA Women's club

女性部女性部

Ｊ
Ａ
女
性
部
一
関
中
央
支
部

詳しくは
こちらから
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新総代名簿

組
合
員
各
位

　

任
期
満
了
に
伴
う
第
５
回
総
代
選
挙
は
、
令
和
８
年

８
月
20
日
の
総
代
候
補
立
候
補
・
推
薦
辞
退
受
付
期
限

日
を
経
て
、
全
選
挙
区
と
も
総
代
候
補
者
数
が
選
挙
す

る
総
代
の
定
数
内
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
無
投
票
に
よ

り
当
選
人
が
定
ま
り
、
次
の
通
り
新
総
代
が
就
任
い
た

し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

（
就
任
日
：
令
和
８
年
９
月
１
日
）

住
所
・
敬
称
略
　
順
不
同
　（    

）は
女
性
総
代
数

一
関
選
挙
区
11
名（
１
）

佐
々
木 

与
志
美

長
尾 

廣
彦

小
野
寺 

勝
一

千
葉 

克
昭

木
村 

政
次

木
村 

保

千
葉 

ル
ミ

岩
渕 

弘
明

千
葉 

繁

千
葉 

和
之

千
葉 

正
信

真
滝
選
挙
区
17
名（
２
）

菅
原 

忠

上
杉 

信
一

菅
原 

克
弘

小
野
寺 

三
男

阿
部 

政
好

阿
部 

里
枝
子

菅
原 

和
彦

小
野
寺 

豊

千
葉 

一
郎

千
葉 

幸
生

千
葉 

利
治

佐
藤 

勝
美

千
葉 

正
行

浅
利 

實

浅
利 

修

石
川 

弘
行

佐
々
木 

一
郎

菊
地 

健

伊
藤 

誠
記

藤
堂 

信

葛
西 

ミ
ユ
キ

加
藤 

洋
子

千
厩
選
挙
区
18
名（
２
）

畑
山 

隆

金
野 

富
男

小
岩 

啓
治

佐
藤 

繁

村
上 

忠
吾

伊
藤 

伸
一

金
野 

雅
子

伊
藤 

慶
晴

村
上 

美
佐
子

千
葉 

寛
悦

佐
藤 

武
一

伊
藤 

親
吉

伊
藤 

洋
一

菅
原 

努

菅
原 

良
一

菅
原 

則
男

菊
地 

博

千
葉 

博
司

佐
藤 

勝

佐
藤 

徹

佐
々
木 

義
信

岩
渕 

勇
吉

佐
々
木 

正
弘

小
野
寺 

清
悦

小
野
寺 

ひ
と
み

小
野
寺 

博
幸

伊
藤 

新
一

舞
川
選
挙
区
18
名（
２
）

菅
原 

浩

加
藤 

淳
一

佐
藤 

一
男

佐
藤 

均
吾

佐
藤 

克
朗

齋
藤 

正
則

吉
家 

東
男

小
野 

雅
彦

佐
藤 

つ
き
子

千
葉 

賢
一

千
葉 

工

小
梨
選
挙
区
17
名（
２
）

菅
原 

修

小
野 

清
治

千
葉 

悟

菅
原 

裕
一

村
上 

進

千
田 

郁
子

佐
藤 

登
弘

尾
形 

誠

千
葉 

敬
貴

鈴
木 

忠
志

菅
原 

秀
明

畠
山 

晋

畠
山 

実

畠
山 

克
也

大
山 

り
よ
子

藤
原 

幸
男

藤
村 

正
道

奥
玉
選
挙
区
19
名（
２
）

小
野
寺 

彰

千
葉 

文
昭

熊
谷 

三
千
代

藤
野 

伯
明

藤
野 

彰

千
葉 

昭
一

菊
池 

敏
幸

菅
野 

辰
巳

小
山 

昭
一

千
葉 

成
悦

小
野
寺 

秀
明

小
野
寺 

勝
義

小
野
寺 

寛
子

佐
藤 

慶
嗣

千
田 

康
博

千
田 

さ
つ
よ

吉
田 
博

氏
家 
正
敦

千
葉 

敏
夫

熊
谷 

栄
一

袖
野 

洋
一

萩
荘
選
挙
区
17
名（
２
）

千
葉 

雅
利

佐
々
木 

浩
行

藤
原 

恵
子

吉
田 

隆
孝

遠
藤 

博
已

菊
地 

正
治

井
上 

和
彦

鈴
木 

典
明

阿
部 

冨
壽
夫

菅
原 

昭
一

阿
部 

忠
義

千
葉 

修
一

斎
藤 

時
一

金 

安
信

金
野 

渡

佐
藤 

文
橘

金
野 

弘
之

菅
原 

和
秀

室
根
選
挙
区
37
名（
４
）

千
葉 

幸
弘

齋
藤 

正
弘

千
葉 

紘

小
山 

喜
久

藤
代 

武
志

藤
代 

昭
文

小
山 

安
男

千
葉 

郁
也

熊
谷 

博
徳

西
城 

稔

遠
藤 

比
呂
志

熊
谷 

金
一
郎

小
山 

章

菅
原 

守
一

佐
藤 

武
久

小
山 

眞
一

小
山 

善
雄

畠
山 

常
雄

小
松 

正
昭

千
葉 

長
也

小
野
寺 

三
雄

渡
邊 

啓
喜

小
野
寺 

隆
博

千
葉 

広
雄

岩
渕 

清
喜

及
川 

忠

畠
山 

昌
利

石
川 

暢
恵

佐
藤 

徳
昭

石
川 

有
一

沼
倉 

吉
喜

厳
美
選
挙
区
26
名（
２
）

千
葉 

和
夫

小
野
寺 

浩
三

千
葉 

茂

小
岩 

先

小
岩 

修

佐
藤 

正
則

佐
藤 

慶
二

石
川 

洋

高
橋 

一
志

佐
々
木 

健
也

佐
藤 

晃

千
葉 

あ
さ
子

佐
々
木 

有
一

阿
部 

昌
利

石
川 
憲
一

柿
田 
堅

佐
々
木 
輝
美

佐
藤 

宏
規

佐
藤 

昌
悦

佐
藤 

恵
美

佐
藤 

義
二

佐
藤 

政
幸

佐
藤 

幸
親

佐
藤 

清
一

小
岩 

栄
治

佐
藤 

清
男

中
里
選
挙
区
12
名（
１
）

鈴
木 

雅
明

日
下 

文
夫

菅
原 

茂

熊
谷 

俊
幸

畠
山 

忠
一

岡
本 

茂
弘

佐
藤 

充

小
山 

し
く
子

藤
原 

久
美
子

佐
藤 

幸
子

遠
藤 

富
美
子

川
崎
選
挙
区
25
名（
３
）

佐
々
木 

政
昭

千
葉 

直
志

伊
藤 

典
男

菅
原 

吉
男

菅
原 

君
代

三
浦 

靖
昭

佐
藤 

喜
美
男

白
石 

茂

小
野
寺 

義
明

今
野 

勝
人

菅
原 

智
浩

金
今 

恵
喜

三
浦 

誠
一

米
倉 

俊
正

千
葉 

泰
久

佐
藤 

成
一

千
葉 

淳

小
野
寺 

仁
一

鈴
木 

章

小
野
寺 

良
一

千
葉 

康
弘

千
葉 

政
善

永
畠 

幸
一

千
田 

貞
治

熊
谷 

義
人

加
藤 

建
一

菅
原 

貞
雄

菅
原 

敏
明

鈴
木 

悦
朗

佐
藤 

好
彦

吉
田 

幸
博

阿
部 

千
恵

佐
藤 

正
弘

山
目
選
挙
区
12
名（
１
）

佐
藤 

喜
美
男

阿
部 

民
喜
治

小
岩 

郁
雄

高
橋 

薫

阿
部 

桂
蔵

鈴
木 

哲
史

髙
嶋 

敏

松
本 

栄
輝

阿
部 

邦
弘

山
田 

誠
輝

鈴
木 

さ
ち
子

阿
部 

勝
郎

花
泉
選
挙
区
63
名（
６
）

菅
原 
直

岩
渕 
守

千
葉 

聡

岩
渕 

美
代
子

菅
原 

榮

小
野
寺 

教
悦

宍
戸 

光
宏

鵜
浦 

郁
男

小
野
寺 

徳
美

今
野 

典
子

米
倉 

恭
子

藤
沢
選
挙
区
39
名（
４
）

畠
山 

洋
一

千
葉 

輝
子

金
野 

知
明

千
葉 

民
雄

熊
谷 

正
人

千
葉 

保
彦

小
野
寺 

法
樹

三
浦 

雅
幸

三
浦 

幸
喜

佐
々
木 

敏
行

中
澤 

京
一

千
葉 

善
男

岩
渕 

浩
子

伊
藤 

正
晴

菅
原 

富
男

髙
橋 

新
一

千
葉 

諭

村
上 

秀
俊

小
野 

千
恵

小
野
寺 

重
則

千
葉 

真
道

熊
谷 

幸
雄

畠
山 

勤

畠
山 

和
芳

小
林 

忠
一

畠
山 

洋
一

千
田 

博

佐
々
木 

昭
夫

佐
々
木 

重
吉

今
野 

孝
吾

佐
藤 

君
男

小
野
寺 

俊
夫

佐
藤 

義
孝

佐
藤 

憲
昭

菅
原 

勝

六
角 

研
吾

及
川 

浩
二

後
藤 

博
之

遠
藤 

温
子

佐
々
木 

拓

二
階
堂 

勝
彦

鈴
木 

昇

作
並 

俊
之

佐
藤 

勉

髙
谷 

徳
衛

加
藤 

太
博

山
戸 

文
夫

今
野 

光
昭

沼
倉 

あ
さ
子

阿
部 

博

佐
々
木 

紀
雄

小
沢 

仁

小
野
寺 

佐
一

小
野
寺 

雅
治

佐
藤 

政
明

五
嶋 

正
治

小
野
寺 

由
雄

菅
原 

秀
昭

菅
原 
英
伸

佐
々
木 
勇
一

稲
辺 
和
弘

佐
々
木 

満

畠
山 

憲

小
野
寺 

郁
朗

阿
部 

安
彦

阿
部 

政
雄

三
浦 

よ
ね
子

小
野
寺 

忠
志

菊
地 

喜
美
雄

菅
原 

忠
一

伊
藤 

求

首
藤 

辰
也

黄
海
選
挙
区
18
名（
２
）

小
野
寺 

健
悦

伊
東 

澄
子

及
川 

佳
幸

千
葉 

喜
久
子

遠
藤 

春
雄

伊
東 

賢
一

朝
日 

利
信

佐
々
木 

清

佐
藤 

正
大

千
葉 

修
己

佐
藤 

善
行

氏
家 

一
幸

及
川 

正
一

伊
藤 

佐
一

伊
藤 

昭
弘

菅
原 

正
裕

小
野
寺 

公
雄

及
川 

政
幸

興
田
選
挙
区
27
名（
４
）

小
山 

龍
次

小
山 

真

村
上 

光
士

菅
原 

勝
義

千
葉 

信
夫

髙
橋 

貴
美
子

髙
橋 

一
夫

阿
部 

頼
人

阿
部 

隆

熊
谷 

宗
一

今
野 

昭
浩

阿
部 

恵
美
子

千
葉 

茂

千
葉 

衛

千
葉 

正
男

千
葉 

正
善

藤
田 

正
夫

千
葉 

英
久

及
川 

信
治

藤
野 

一
郎

菅
原 

正
幸

熊
谷 

忠
一

渡
辺 

智
栄
子

小
野
寺 

安
春

須
藤 

和
弘

永
井
選
挙
区
19
名（
２
）

熊
谷 

賢
一

佐
藤 

裕
子

千
葉 

公
志

千
葉 

一
夫

菅
原 

茂

及
川 

賢

佐
藤 

孝
明

千
葉 

進

佐
藤 

司

皆
川 

明
文

小
山 

修

千
田 

康
也

熊
谷 

吉
男

金
野 

定
之

小
山 

竹
男

小
山 

百
合
子

佐
藤 

恒
憲

小
山 

行
則

千
葉 

昇

千
田 

秀
記

武
田 

梅
雄

村
上 

智

菊
池 

ふ
み

伊
東 

範
夫

伊
東 

稔

及
川 

武
男

佐
々
木 

守
雄

菊
池 

美
津
夫

及
川 

昭
治

佐
々
木 

幸
雄

佐
藤 

梅
男

柏
原 

啓
子

小
山 

和
夫

下
川
原 

キ
ハ
子

大
原
選
挙
区
21
名（
３
）

佐
藤 

功
衛

加
賀 

初
夫

菅
原 

雄
二
郎

八
島 

恵
介

佐
藤 

勝
彦

中
澤 

善
勝

小
島 

公
義

小
野
寺 

一
雄

阿
部 

政
典

菅
原 

登
喜
子

佐
藤 

秀
光

佐
藤 

信
好

長
田 

信
也

佐
藤 

伸
也

渡
辺 

孝
志

千
葉 

敏
夫

遠
藤 

和
栄

平
泉
選
挙
区
19
名（
２
）

佐
々
木 

一
二

千
葉 

均

鳥
畑 

正
登

鳥
畑 

正
彦

菅
原 

良
光

阿
部 

力

小
野
寺 

武

千
葉 

正
行

千
葉 

昭
弘

千
葉 

正
幸

齋
藤 

守

木
村 

悟

佐
々
木 

吉
昭

菅
原 

勉

千
葉 

雄
治

鈴
木 

孝
一

髙
橋 

正
洋

小
野
寺 

キ
イ
子

木
村 

明
子

長
島
選
挙
区
17
名（
２
）

青
木 

直
文

千
葉 

善
明

石
川 

博
文

熊
谷 

静
子

藤
原 

勝
芳

菊
池 

一
男

長
野 

貞
人

鈴
木 

茂

菅
原 

和
男

鈴
木 

幹
夫

岩
渕 

一
義

千
葉 

正
一

及
川 

絹
子

金
野 

紀
子

中
津
山 

修

金
野 

満
也

大
東
選
挙
区
43
名（
４
）

菊
池 

幸
夫

菊
池 

光
謙

菊
池 

正
廣

加
藤 

順
一

佐
藤 

一
志

藤
城 

修
一

菊
池 

学

三
浦 

孝
之

菅
原 

良
子

青
栁 

隆
一

那
須 

芳
一

小
野
寺 

伸
幸

加
藤 

正
彦

小
野
寺 

雄

小
山 

順

菅
原 

綾
子

小
野
寺 

秀
二

菊
地 

正
彦

菅
原 

良
一

総
計  

５
３
０
名

（
う
ち
女
性
総
代
56
名
）

佐
藤 

清
志

小
野
寺 

茂

吉
田 
成
美

首
藤 

精
治

小
野
寺 

俊
哉

小
野
寺 

利
昭

熊
谷 

信
明

及
川 

浩

小
崎 

敬
吾

金 

正
則

菊
池 

実

小
崎 

時
子

小
野
寺 

悦
朗

佐
藤 

孝
吉

南
浦 

秀
山

佐
藤 

正
人

佐
藤 

市
雄

佐
藤 

よ
ね
子

須
藤 

金
悦

菅
原 

信
雄

岩
渕 

和
弘

畠
山 

克
義

足
利 

和
昭

小
山 

治

東
山
選
挙
区
35
名（
３
）

藤
原 

秀
行

鈴
木 

久
敏

鈴
木 

幸
太
郎

吉
田 

茂

千
葉 

恒

岩
渕 

裕
子

須
藤 

章

佐
々
木 

常
幸

佐
藤 

年
行

吉
田 

信
雄

鈴
木 

義
孝

白
澤 

定
男

鈴
木 

公

鈴
木 

勉

細
川 
清

小
野 
武
美

佐
藤 

克
明

小
野
寺 

弘
一

渡
辺 

君
夫

鈴
木 

正
夫

伊
藤 

新
夫

佐
々
木 

正
志

那
須
野 

敬
子

佐
藤 

広
之

原
田 

一
男

小
野
寺 

正
則

千
葉 

マ
キ
子

佐
藤 

均

伊
藤 

誠

鈴
木 

実

安
東 

義
明

小
野
寺 

秀
雄

鈴
木 

健
一

高
橋 

誠

千
葉 

力
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発
行

日
／

令
和

８
年

９
月

１０
日

    発
行

／
い

わ
て

平
泉

農
業

協
同

組
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

U
RL　

https://ja-iw
atehiraizum
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Ｅ

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

kosheru@
ja-iw

atehiraizum
i.or.jp

編
集

／
広

報
編

集
委

員
会

（
総

務
部

総
合

企
画

課
）　

印
刷

／
岩

手
日

日
新

聞
社

い
よ
い
よ

こ
の
日
が
！

あ
れ
？

少
し
緑
の
穂
が

残
っ
て
る
…

黄
金
色
ま
で

待
た
な
い
の
？

穂
を
観
察
し

黄
色
が
80
〜
90
％

緑
が
10
％
残
る
程
度
が

ベ
ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ
！

稲
刈
り
は

コ
ン
バ
イ
ン
で

一
気
に
刈
り
取
る
よ

実
は
ね

そ
こ
ま
で

色
づ
く
と

熟
し
す
ぎ

な
ん
だ

収
穫
し
た
も
み
は

乾
燥
機
で

乾
燥
し
て

も
み
殻
を
取
り
除
い
た

玄
米
を

袋
に
詰
め
て
出
荷
し

米
検
査
を
受
け
る
ん
だ

Ｊ
Ａ
に
お
願
い
す
る
場
合
は

事
前
予
約
が
必
要
だ
け
ど

乾
燥
調
整
施
設
に
搬
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ

乾
燥
調
整
施
設
っ
て

あ
の
城
み
た
い
な

や
つ
?!

そ
れ
そ
れ
！

で
か
い
よ
ね
！

５
株
程
度
を

目
安
に
ま
と
め
て

わ
ら
で
束
ね
る

束
ね
終
え
た
ら

ホ
ニ
オ
に
掛
け
て

天
日
干
し
だ

棒
に
か
け
る
の
は

大
人
が
や
る
か
ら

み
ん
な
は
運
ん
で
ね

親
指
を
上
に
し
て

根
本
を
持
っ
て
刈
る
！

適
期
の
稲
刈
り
時
期
は

穂
の
状
態
を
見
て

田
ご
と
に
判
断
す
る
！

岩手県南部・宮城県北部の伝統的な「ホニオ」。全国では「はせがけ」が多く、管内でも舞川、大東、東山を中心に見られる
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主
人
公
の
竹
山
は
な
さ
ん
は
、
現
在
小
学
５
年
生
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
小
学
５
年
生
を
中
心
に
、
稲
作
の
体
験
学
習
な
ど
食
農
教
育
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
９
月
に
入
り
、
田
ん
ぼ
は
黄
金
色
に
色
づ
き
、
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
今
月
は
、
手
刈
り
で
の
稲
刈
り
に
挑
戦
で
す
！

広
報
誌

こ
し
ぇ
る

編
集
後
記

▽
徐
々
に
日
が
短
く
な
り
、
秋

の
訪
れ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
美
し
い
瞬

間
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
は
夕
暮

れ
時
に
た
だ
な
ら
ぬ
美
し
さ
を

感
じ
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
色
や
紫

色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、
空
を

漂
う
雲
が
織
り
な
す
光
景
は

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
光
景
を
二
度

と
見
ら
れ
な
い
は
か
な
さ
も
趣

を
感
じ
ま
す
。
清
少
納
言
の
枕

草
子
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
ま

し
た
が
、
そ
の
季
節
で
し
か
感

じ
ら
れ
な
い
美
し
さ
に
目
を
向

け
ら
れ
る
人
で

あ
り
た
い
で
す
。

（
熊
谷
）

▽
各
地
で
秋
の
収
穫
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
年
々
夏
の
暑

さ
が
厳
し
さ
を
増
し
、
収
穫
時

期
も
早
ま
り
、
暑
い
中
で
の
作

業
と
な
り
ま
す
の
で
、
熱
中
症

に
は
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
夏
の
日
差
し

を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
育
ち
、
日

中
と
朝
晩
の
気
温
差
で
甘
み

や
う
ま
み
が
増
し
た
お
米
や

果
物
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
阿
部
）

まんが：じっく第１４９話

お米栽培の一年 お米栽培の一年 〜収穫時期を迎えました〜〜収穫時期を迎えました〜
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